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◎ 共同研究 平成26年度共同研究報告書 概要版　直結給水
システムにおける逆流防止装置の実地実験とそれに基づく
技術指針の検討…公益財団法人 給水工事技術振興財団・国
立保健医療科学院・給水システム協会　◎ 海外レポート ラ
オスのナンパパー(水道)Ⅳ～JICA MaWaSUプロジェクトと下
村政裕氏（旧・埼玉県南水道企業団OB）の活動～…水道ネッ
トワーク通信 有村源介　◎東京都市圏における環境対策の
モデル分析の方針と期待される成果の公表について…環境
省　◎社会資本のメンテナンスに関する情報ポータルサイト
を開設…国土交通省　◎雇用政策研究会報告書（中間とりまと
め）を公表します～「人口減少下での安定成長をめざして」を
テーマに…厚生労働省　◎自主的な環境配慮の取組事例集
の公表について（お知らせ）…環境省　◎マンション等の基
礎工事に関する相談体制について…国土交通省　◎平成25
年住生活総合調査（確報集計）結果…国土交通省　◎今後の
仕事と家庭の両立支援に関する研究会報告書…厚生労働省
◎ 明日への道標 理想と現実のはざまで～福島に原発立地し
た木川田一隆～…㈱日本設備工業新聞社　代表取締役社長
　高倉克也　◎ 東京ブラリルポ 白洲次郎、正子の住まい武
相荘を訪ねる…㈱日本設備工業新聞社顧問　坂本弘道　◎
建築設備・鉄鋼業界誌への鋼管レポート及びエッセイの投
稿活動①･･IDE研究所　井出浩司　◎ トピックス トイレブ
ース工事で特別研修…㈱岡本　◎「LaCoon」新提案 TOTO
便器とセット販売…コマニー㈱　◎新・撮った写真が５万
枚！？◯…IDE研究所いでこうじ　◎建築着工統計〔2015年８
月〕…国土交通省　◎新製品紹介　◎ニュースファックス　◎
エッセイ　西村修一、新田純子

◎ 特別インタビュー 「人材」で注目の取り組み　最短６年間
で社長にする！　㈱小池設備　小池重憲社長に聞く…水道
ネットワーク通信 有村源介　◎ 海外レポート ラオスのナン
パパー（水道）Ⅲ～JICA MaWaSUプロジェクトと下村政裕氏
（旧・埼玉県南水道企業団OB）の活動～…水道ネットワーク通
信 有村源介　◎第４次社会資本整備重点計画について…国
土交通省　◎水災害分野における気候変動適応策に取り組
んで参ります…国土交通省　◎平成26年度末の汚水処理人
口普及状況について･･･国交省・農水省・環境省　◎平成26
年度末の浄化槽の普及状況について…環境省　◎平成26年
度末の下水道整備状況について…国土交通省　◎国総研HP
に「歴史まちづくり情報サイト」を開設しました!!…国土交通
省　◎平成26年度「技能検定」の実施状況まとめ～新たに28
万人が「技能士」に～…厚生労働省　◎平成26年度オゾン層
等の監視結果に関する年次報告書について…環境省　◎ 明
日への道標 永遠に完成しない場所～ディズニーランドという
魔法～…㈱日本設備工業新聞社　代表取締役社長　高倉克
也　◎ 東京ブラリルポ 横田基地友好祭を訪ねる･･･㈱日本設
備工業新聞社顧問　坂本弘道　◎総合建設業・設備工事業
における最近１年間の完成工事高（２）…配管システム研究
会　◎新・撮った写真が５万枚！？◯…IDE研究所　いでこう
じ　◎ トピックス トイレブース工事で特別研修…㈱岡本　◎
「LaCoon」新提案 TOTO便器とセット販売…コマニー㈱
◎建築着工統計〔2015年７月〕…国土交通省　◎新製品紹介
◎ニュースファックス　◎エッセイ　西村修一、新田純子
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　年末の風物詩として街にクリスマス・ソングが
流れてくる。失恋を歌った山下達郎のクリスマ
ス・イブは華やかなイルミネーションのきらめく
陽気なクリスマスと対照的だ。夜更け過ぎに雪に
変わる冷たい雨のなかで来るはずのない君を待つ。
　20世紀最高のチェリストと称えられたパブ
ロ・カザルスの名演で知られる「鳥の歌」も実は
クリスマス・キャロル（讃歌）だ。カザルスの生
まれ故郷であるスペインのカタロニア民謡で鷲、
鷹、雀、ツグミ、ナイチンゲールなどのさまざま
な鳥たちがキリストの聖誕を祝福する。
　1936年、スペイン内戦が勃発してファシストの
フランコ将軍が政権を掌握するとカタロニア語の
使用は禁止された。独裁者の威光を隅々まで誇示
するためにマイノリティの文化は徹底的に弾圧さ
れた。フランスに亡命してピレネー山脈の小都市
プラードに移り住んだカザルスはチェロ用に編曲
した「鳥の歌」を完成させる。1945年にロンドン
BBC放送で初演して以来、公演の最後に必ず演奏
した。言葉を奪われたイ短調の郷土の調べは圧政
や暴力や戦争に対する無言の抵抗を意味していた。
　クリスマスが近づくと、わたしは1971年10月
24日の世界国際平和デーで奏でられた「鳥の歌」
のライブ盤を聴く。ニューヨークの国連本部に招
かれた94歳のカザルスは「私の故郷の鳥たちは
Peace、Peaceと啼きながら空を飛ぶのです」と語
って愛用のチェロを手にとった。右手を高く掲げ
て鳥の羽のように揺らしながらPeace、Peaceと
軽やかに口ずさんだ。　　　　　　　　（高倉）
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